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巻◆頭◆言

わが国では、官の政策においても製造業・サービス業を

問わず民間事業においても、常に高齢者が中心の施策にな

る。高齢社会は逃れようのない現実であり、その現実に基

づいて社会を維持していく仕組みを構築することは日本に

とって最も重要な課題であるが、一方、われわれがビジネ

スを行っているグローバル市場は必ずしも同じではない。

近年、ミレニアル世代（M世代）といわれる1980年代～

2000年代前半に生まれた世代（あるいは今世紀に社会人

になる世代）に特に大きな注目が集まっている。米国では

すでに、オバマ政権が誕生した選挙においても、その動向

が選挙結果に影響を及ぼしたといわれているが、来年の選

挙においてもM世代の取り込みは大きな戦略の柱になって

いるようである。

またビジネスの世界においても、米国の経営者と話をす

ると必ずM世代の話が出る。この世代は生まれた時からデ

ジタル化された生活の中にあり、常時インターネットにつ

ながり、これまでの世代とは異なる価値観を持っていると

いわれている。実際に米国では同性婚が憲法上の権利と認

められ、トップスクールを出た若者の多くが社会企業家を

志向するなど、これまでとは考えられない方向に向かって

いる。私の友人も、M世代の娘の「ママ、同性婚なんて当た

り前じゃない」という発言に価値観の大きな違いを実感さ

せられたと言っている。

これまでもさまざまな世代論が出てきているが、このM

世代の威力は何か違うようである。それが何かはよく分か

らないが、これまでの近代化が生み出した負の部分に真っ

向から目を向けて取り組むような価値観を感じる。それだ

けではなく、デジタル世代の彼らはリアルタイムで世界と

つながっている。M世代の発信と同調は瞬時に世界中を駆

け巡り、社会制度、経済発展の度合いとは関係なく同世代

に影響を及ぼし合っている。「ようである」「思える」等々あ

いまいな表現が多くなってしまうのは、私自身もM世代の

実態をまだ十分に理解していないからであるが、われわれ

も政治であれビジネスであれ、高齢者と同時にM世代の動

向を相当に意識しなければならないという危機感は持って

いる。日本でも高齢者ばかりに気を取られていると、日本

のM世代の反乱に見舞われるかもしれない。
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今月の表紙：シリーズ国花
【カトレア／コロンビア】
洋ランの女王と呼ばれるカトレア。コロンビアでは
コーヒーの木に着生している野生のカトレアを見
ることができます。
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